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ShipDC/IoS―OPで議論。データ活⽤の在り⽅探る

　⽇本海事協会（NK）の⼦会社シップデータセンター
（ShipDC）は11⽇、都内で「IoS-OPコンソーシアム
第6回総会」を開いた。総会では「海外でのデジタライ
ゼーションの進展-海外企業の取り組みから⾒るShipD
C/IoS-OPへの期待」をテーマにパネルディスカッショ
ンを⾏った。同社が進める船舶IoT（モノのインター
ネット化）の共通基盤「IoSオープンプラットフォー
ム（IoS-OP）」の今後の在り⽅について、議論を重ね
た。

　パネルディスカッションでは、MTI船舶物流技術部門⻑の安藤英幸⽒がファシリテーター
（進⾏役）を務めたほか、パネリストとして商船三井技術部⻑の⼭⼝誠⽒、BEMAC東京データ
ラボ室⻑の村上誠⽒、三菱造船主席部員の田中太⼀⽒、NAPA社⻑の⽔谷直樹⽒、NK技師の木
村⽂陽⽒の5⼈が参加した。

　このうち、安藤⽒が海外のデジタライゼーションの動向に言及し、「⼤⼿OEMが⾃律船など
について、彼らのプラットフォームを活用するために囲い込みを戦略的に進めている。また船
会社によってはデジタルに関する専任チームを編成しているところもある」と説明した。

　IoS-OPについて、⽔谷⽒は「いろいろなステークホルダーが集まる商店街だと思っている。
データをフェアに利用し、切磋琢磨（せっさたくま）できる仕組みだ」と強調した。

　村上⽒は「IoS-OPは⼤きな武器になる。これをどのように使い、価値を⾒いだすかが重要
だ」と語り、利益を生み出す⽅策をさらに模索する必要性を⽰した。

　田中⽒はデータの価値を⾒出す⽅法として「無料でデータを活用させ、データの重要性を実
感してもらうのもよいのではないか。そこからいろいろなことが生まれる可能がある」と提案
した。

　またパネルディスカッションに先⽴ち、IoS-OPコンソーシアム事務局がIoS-OPのセキュリ
ティーガイドラインやShipDCポータルの新機能などについて説明した。


